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二
十
一
世
紀
を
目
前
に
、リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
走
行
実
験
が
山
梨
の
実
験
線

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
実
用
化
に
向
け
て
の
目
途
が
立
ち
、十
二
年
度
以
降

も
耐
久
性
な
ど
の
走
行
試
験
を
重
ね
る
と
と
も
に
、車
両
や
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ（
軌
道
）

な
ど
の
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
東
京
ー
大
阪
を
結
ぶ
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
現
在
3
つ
の
ル
ー
ト
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
が
、こ
の
う
ち
伊
那
谷
を
通
る
ル
ー
ト
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
と
に
か
く
飯
田
へ
駅
が
で
き
る
こ
と
が
飯
田
市
民
の
最
大
の
目
標
で
す
。�

　
市
で
は
リ
ニ
ア
飯
田
駅
設
置
に
向
け
影
響
調
査
を
行
い
、戦
略
的
に
将
来
の
あ
り

方
の
基
本
を
探
っ
て
い
ま
す
。�

��

飯
田
市
に
リ
ニ
ア
駅
が
で
き
た
と
き
、

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
。�

一
例
と
し
て
、
経
済
的
に
は
、
市
場
の

拡
大
に
よ
り
、
生
産
活
動
が
よ
り
活
発
に

な
っ
た
り
、
旅
行
時
間
の
短
縮
に
よ
り
、

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
観
光
産
業
も
拡

大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

ま
た
社
会
的
な
効
果
と
し
て
は
、
高
度

情
報
化
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
当
地
方
で

も
、
大
都
市
に
引
け
を
取
ら
な
い
在
宅
勤

務
が
可
能
に
な
り
ま
す
。�

さ
ら
に
リ
ニ
ア
新
幹
線
と
い
う
新
し
い

手
段
が
加
わ
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

可
能
性
が
一
層
拡
大
し
ま
す
。�

��

リ
ニ
ア
飯
田
駅
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

だ
れ
が
考
え
て
も
リ
ニ
ア
駅
が
飯
田
に
で

き
て
当
然
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
街

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
駅
設

置
後
は
、
大
都
市
圏
へ
人
口
、
経
済
を
吸

い
取
ら
れ
な
い
よ
う
な
戦
略
も
必
要
で
す
。�

現
在
市
で
は
、魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り

に
向
け
、環
境
文
化
都
市
を
め
ざ
す
都
市

像
と
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
、天
竜
峡
エ
コ

バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
・
体
験
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
な
ど
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。�

さ
ら
に
リ
ニ
ア
駅
実
現
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
方
策
検
討
と
、
運
動
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

り �

実

用

化

に

向

け

研

究

が

進

む

リ

ニ

ア

新

幹

線

�

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
効
果�

魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り�

人形劇フェスタ� 先端産業先端産業�先端産業�

特
●
集�

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
伊
那
谷
に
・
駅
を
飯
田
へ

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
伊
那
谷
に
・
駅
を
飯
田
へ

超伝導リニアモーターカーの原理�

浮上の原理�地上ガイドウェイ（軌道）の両側面に8の字の形をした浮上
案内コイルが設置されており、車両の超電導磁
石が高速で通過すると両側の浮上案内コイル
に電流が流れて電磁石（8の時の上の輪が超
電導磁石と反対極に、下の輪が同一極）となり、
車両を押し上げる力（反発力）と引き上げる力（吸
引力）が発生します。�

推進の原理�
地上の推進コイルに電流を流
すことにより磁界（Ｎ極・Ｓ極）

が発生し、車両の超電導磁石（Ｎ極・Ｓ極を交互
に配置）との間で、引き合う力と反発する力が
発生します。これを利用して車両（超電導磁石）
が前進します。�

広報いいだ 9.1号〔2〕�



特集　リニアのとまるまちづくり�

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
推
進
浮
上
式
鉄
道

の
研
究
開
始�

�

中
央
新
幹
線
基
本
計
画
路
線
決
定�

�

宮
崎
浮
上
式
鉄
道
実
験
セ
ン
タ
ー

開
設�

�

Ｍ
Ｌ
I
５
０
０
が
５
１
７
　
の
世
界

最
高
速
度
記
録�

�

Ｍ
Ｌ
Ｕ
０
０
１
が
有
人
で
４
０
０
・
８
　

を
記
録�

�

本
格
的
実
験
線
の
建
設
、山
梨
に

決
定�

�

運
輸
大
臣
が
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
の

建
設
計
画
、技
術
開
発
基
本
計
画

を
承
認�

�

Ｍ
Ｌ
Ｕ
０
０
２
が
有
人
で
４
１
１
　

の
浮
上
式
鉄
道
で
の
国
内
最
高
速

度
を
記
録�

�

超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
山
梨
実

験
セ
ン
タ
ー
発
足�

�

設
計
目
標
速
度
５
０
０
　
を
達
成�

�

５
両
編
成
で
５
５
２
　（
有
人
走
行
）

を
記
録
、世
界
最
高
速
度
を
更
新

　
　�

魅 力 あ る 飯 田 市 の 都 市 づ く り

エコタウン事業� ワーキングホリデー� 新しくなったりんご並木�

リニア飯田駅イメージ�リニア飯田駅イメージ�

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
歴
史�

広報いいだ 9.1号〔3〕�



特集：戸籍証明書の様式が変わります�

（図１：従来の戸籍謄本の例）�

変更の内容�

変更項目�

名　　称�

様　　式�

書　　式�

公　　印�

（図２：新しい戸籍全部事項証明書の例）�

様
式
が
変
わ
り
ま
す�

様
式
が
変
わ
り
ま
す�

今までの戸籍の様式は、「文書体の縦書き」で記載してあり、

手書き文字とタイプ打ち文字が混在していて分かりにくい部分

がありました。しかし、新しく改製する戸籍は、「項目別の横

書き」様式になり、統一したコンピューター文字と算用数字を

使って各項目別に記載しますので、読みやすく、そしてわかり

やすくなります。�

戸籍証明書は、今までは「戸籍謄本・戸籍抄本」（図１）と

呼んでいましたが、コンピューター処理以降は、それぞれ「全

部事項証明書（図２）・個人事項証明書」と呼ぶようになります。

また、証明書の用紙は、複写機などによる偽造や不正を防止す

るために、すかし模様が入ったＡ４判の偽造防止用紙を使用し、

証明印はコンピューター用の電子印（黒色の印）となります。�

なお、平成改製原戸籍、改製原戸籍、除籍については、従前

のままの状態（様式）でコンピューター内に保管をし、これら

の証明書が必要なときは、そのままの状態で出力して証明書を

作成します。�

新しい戸籍の様式と戸籍証明書の名称�

戸籍事務をコンピューター化するこ

とにより、個人情報（プライバシー）

を保護管理することが重要な課題とな

ります。�

市では、「飯田市個人情報の保護に

関する条例」、「電子計算機事務処理

規則」、「戸籍情報システムに係るデ

ータ保護管理要領」により、個人情報

の漏えいがないように、その保護と管

理を厳格に行います。�

戸籍情報の保護について�

コンピューター化後の戸籍の氏名の

文字は、常用漢字と人名用漢字、その

他国民に一般に通用する文字（漢和辞

典に載っている文字）を使用して表記

するようになります。�

コンピューター化の際に、現在の戸

籍の氏名の文字を漢和辞典に載ってい

る文字に置き換える必要のある方には、

了承していただくための「お知らせ」

を９月中にお送りしますので、御理解

と御協力をお願いします。�

新しい戸籍の氏名文字については�

従 来 �

謄 本 �

抄 本 �

Ｂ 5 判 縦 長 �

文 章 体 �

朱 色 の 公 印 �

コンピューター化�

全部事項証明書�

個人事項証明書�

　A4判縦長�

項目別横書き�

黒色の公印�

証明書などの発行手数料に変更はありません�

広報いいだ 9.1号〔4〕�



戸籍事務のコンピューター処理により�

戸籍証明書の様式が変わります�戸籍証明書の様式が変わります�
市では、今年10月30日からコンピューターを使って、｢戸籍
事務（戸籍の編製・消除・証明書の発行など）｣を処理する
ように準備を進めています。�
コンピューター化に伴う戸籍証明書様式の変更など、そ
の内容をお知らせします。�
■問合せ　市民課　内線5411・5412

コンピューターの急速な発達に伴い、行政事務の

中でもいろいろな分野で、コンピューター処理を行

っています。�

戸籍事務については、今まで戸籍法の中で「個人

情報の漏えいを防ぐため」などの理由から、コンピ

ューター処理が認められていませんでしたが、平成

６年１２月に戸籍法が改正されて、コンピューター処

理ができるようになりました。�

当市では、既に住民基本台帳事務等ほとんどの事

務をコンピューター処理しています。このようなこ

とから、市では今年１０月３０日から戸籍事務をコン

ピューター処理するように準備を進めています。�

わが国の「戸籍」制度は、明治４年に制定

された「戸籍法」によって、全国的に統一さ

れた制度として１２０年以上の長い歴史と伝

統を持っています。�

戸籍とは、「夫婦とその子供を一つの単位

として、その人たちの本籍や氏名、生年月日

などが記載され、人の身分関係を登録・公証

する書類」をいいます。�

自分の戸籍は、出生したときに親の戸籍に

記載され、その後、婚姻したときなどに新し

い戸籍が作成されます。そして、これらは、

本籍地のある、市区町村役所（役場）に、「戸

籍簿」として大切に保管されています。�

みなさんが、相続手続きやパスポートを取

得するときなどに、戸籍の謄・抄本が必要に

なるように、身分関係を公証する上で戸籍は

とても重要な書類です。�

当市には、約４万８千の戸籍が保管されており、戸

籍人口は約１２万４千人となっています。�

戸籍は、「和紙」に必要事項が記載されているもの

が原本になっており、現在の「戸籍」のほかに、「改

製原戸籍」、「除籍」、「戸籍の附票」があります。�

�

　　改製原戸籍◆昭和３２年の法務省令によって、改製し

た戸籍の前の戸籍です。�

平成改製原戸籍◆今回のコンピューター化により、新しく

改製する前の戸籍です。（コンピュー

ター処理の開始以降、現在の戸籍が

これになります）�

　　　　　除籍◆婚姻や死亡、養子縁組などにより、

その戸籍に記載されていた人が全員

消除された戸籍です。�

　　戸籍の附票◆本籍がある人の住所異動の履歴を記

載した書類です。�

戸籍制度とは� 飯田市の戸籍�

用語の解説�

特集�

コンピューター化する理由�

①戸籍などの原本を磁気化して保管するために、傷

みや老朽化の心配がなくなります。�

②コンピューター文字を使用するために、統一され

た見やすい文字になります。また、記載事項も、

従来の文章形式から、項目別に横書きで記載する

ために、見やすくわかりやすい書類になります。�

※改製原戸籍、平成改製原戸籍、除籍を除く�

③すべての証明書を、コンピューターから出力する

ために、発行までの時間を大幅に短縮できます。�

④戸籍の原本をコンピューターの中に記録・保管す

るために、原簿の保管スペースを大幅に縮小でき

ます。�

コンピューター化の利点�

広報いいだ 9.1号〔5〕�



「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」
絵
本
シ
リ
ー
ズ
で
有
名
な
か
こ
さ
と
し（
加
古
里
子
）さ
ん
が
来
飯
。

絵
本
作
家
に
と
ら
わ
れ
な
い
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。�

人
形
劇
、遊
び
の
広
場
、な
ど
な
ど「
か
こ
ワ
ー
ル
ド
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。�

1万人、113連が参加。�
あいにくの雨の中、連日の暑さを吹き飛
ばす「元気」がはじけていました。�

イベントオリジナル�
「だるまちゃんとりんごちゃん」�

自ら紙芝居�

大盛況のエプロンシアター�

似顔絵大会�

サイン会には長蛇の列が。�

囲む会�

原画展�

韓国江陵（カンヌン）市と飯田
市の小学生が野球とサッカーで
親善試合。�

公開セミナー�

広報いいだ 4.1号〔  〕�広報いいだ 9.1号〔6〕�



第20代ミスりんご娘�
ミ　ス　原　　美絵　さん�
準ミス　岩下　あや　さん�
準ミス　久保田　桂布　さん�
準ミス　山下　千鶴　さん�

鼎一色神社境内�

市民の手で運営される人形劇フェスタは約
500人のボランティアが参加。「暑いけど楽し
い」、とがんばっていました。�

広報いいだ 4.1号〔  〕�広報いいだ 9.1号〔7〕�



広報いいだ 9.1号〔8〕�

健康と福祉のページ�

現
代
版�

現
代
版�

高
血
圧
の
治
療
は
、
脳
梗
塞
や

心
血
管
疾
患
の
予
防
に
と
っ
て
、

非
常
に
重
要
で
そ
の
治
療
効
果
は

世
界
的
に
も
様
々
な
大
規
模
試
験

に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
、
秀
れ
た
多
く
の
血
圧
の
薬

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

は
作
用
の
仕
方
に
よ
り
、
い
く
つ

か
の
大
き
な
群
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、
患
者

さ
ん
の
状
態
や
血
圧
の
程
度
に
よ
り
、

ま
た
、
副
作
用
の
無
い
よ
う
に
、

各
自
に
あ
っ
た
薬
が
処
方
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
傾

向
と
し
て
作
用
時
間
の
長
い
薬
を

一
日
一
回
（
な
い
し
は
二
回
）
服

用
す
る
の
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
が
安
定
し
た
血
圧
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
得
ら
れ
て
合
併
症
の

出
現
が
少
な
い
と
の
成
績
が
あ
る

か
ら
で
す
。�

高
血
圧
で
通
院
す
る
場
合
の
注

意
点
と
し
て
、
血
圧
の
薬
は
必
ず

指
示
通
り
に
服
用
し
、
自
分
で
調

節
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
の
ん
だ
り
、
の

ま
な
か
っ
た
り
す
る
と
血
圧
は
変

動
し
、
動
脈
硬
化
を
い
っ
そ
う
進

め
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

薬
の
中
に
は
急
に
や
め
る
と
、
血

圧
が
か
え
っ
て
上
昇
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外
来
受
診
の

時
だ
け
血
圧
が
高
い
場
合
が
あ
り
、

こ
れ
を
白
衣
高
血
圧
と
い
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
生
活
で
の
血
圧
が
重
要

で
あ
り
、
家
庭
血
圧
計
を
用
い
て

家
で
の
血
圧
を
記
録
し
、
外
来
受

診
時
に
持
参
し
て
も
ら
う
と
、
治

療
上
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。
一

般
に
血
圧
は
早
朝
上
昇
す
る
傾
向

が
あ
る
た
め
、
時
々
は
朝
を
含
め

て
一
日
に
数
回
測
り
測
定
時
刻
を

書
い
て
お
く
と
、
な
お
良
い
で
し

ょ
う
。
食
事
で
は
減
塩
が
大
事
で

す
。
味
噌
汁
は
薄
味
で
、
漬
物
等

は
控
え
め
に
す
る
等
、
塩
分
制
限

を
常
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

市立病院高松分院　内科�
久保木 謙二 医師�

高
血
圧
の
治
療
に
つ
い
て�

養
生
訓�

今月は、自分の健康を考える生活習慣病月間です。�
１年に１回は健康診断を受け、�
食生活の内容を点検しましょう。�
野菜を多く取り、脂肪や塩分の量は適正にバランスを考え、�
お酒やタバコは控えめに、�
ストレスをためずに、自分にあった運動をしましょう。�

こ
う
　
そ
く�

　家庭で介護する方が何らかの都
合で介護できない場合がありま
す。こうしたときに利用する制度
にショートステイがあります。�
　例えば、�
「介護者が義理で５日ほど家を空
けなければならない。どこかで介
護をしてくれないだろうか」�
　というような場合、特別養護老
人ホーム、介護老人保健施設、介
護療養型医療施設に短期間預かっ
てもらい、介護を受けることがで

きます。�
　なお、利用できる

日数が要介護度により次のように
決まっています。�
�
�
�
�
�
�
�
　また、痴ほうにより家庭での介
護が大変だというような特別な理
由がある場合で他のサービスの利
用が少ない場合には、ショートス
テイの利用日数が拡大されること
があります。�
　拡大を希望される方は、現在利用
している居宅介護支援事業者（居宅
介護支援専門員）にご相談ください。�

■問合せ　介護保険課　介護相談係　内線5394

介護保険�
ショートステイの利用�

6ヶ月間に利用できる日数�

要 支 援 �

要介護1�

要介護2

1 週 間 �

2 週 間 �

2 週 間 �

要介護3�

要介護4�

要介護5

3 週 間 �

3 週 間 �

6 週 間 �



広報いいだ 9.1号〔9〕�

市民の広場�
日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�

「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

わ
た
し
の
ゆ
め�

ぼ
く
の
ゆ
め�

飯
田
市
の
未
来�

わ
た
し
の�

ひ
と
こ
と�

農
業
を
通
し
て
の
触
れ
合
い 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
福
澤
　
大
助
さ
ん（
追
手
町
）  

下久堅のザゼンソウ観察会�

　
会
は
発
足
し
て
十
五
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
会
員
数
約
千
三

百
名
で
県
下
で
は
最
大
級
の
自

然
愛
好
団
体
で
す
。
平
成
七
年

度
の
ム
ト
ス
飯
田
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
、

阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
き
ま
し

た
。
以
前
か
ら
伊
那
谷
の
活
断

層
に
注
目
し
て
い
た
会
で
は
、

他
人
事
と
は
思
え
ず
、
い
た
だ

い
た
賞
金
は
即
義
援
金
と
し
て

送
り
ま
し
た
。�

　
私
た
ち
の
会
は
、
は
な
ば
な

し
く
自
然
保
護
運
動
を
す
る
団

体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な

自
然
を
正
し
く
知
り
、
理
解
す

る
こ
と
こ
そ
が
大
切
と
考
え
、

講
座
や
観
察
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
か
ら
本
当
に
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
然
は

何
か
、
ど
う
い
う
開
発
行
為
が

問
題
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
私
の
住
む
飯
田
市
が
私
が
大

人
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
風
に
変

わ
る
か
楽
し
み
で
す
。

　
私
の
希
望
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
バ
ス
が
た
く
さ

ん
走
っ
て
便
利
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
飯
田
市
は
場
所
に
よ

っ
て
、
一
日
に
二
、
三
本
し
か

バ
ス
が
行
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
二
本
し
か
バ
ス
が
通

ら
な
い
と
、
ど
こ
へ
行
く
に
も

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、

そ
う
い
う
所
を
工
夫
し
て
ほ
し
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
私
は
バ
ス
の

こ
と
を
希
望
し
ま
す
が
、
私
が
大

人
に
な
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
風
に

変
わ
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

北
沢
あ
さ
子
さ
ん（
松
尾
小
６
年
）�

　
私
は
龍
江
に
あ
る
農
業
法
人

「
今
田
平
」
で
働
い
て
い
ま
す
。�

　
治
水
対
策
事
業
で
広
く
埋
め

立
て
ら
れ
た
土
地
を
、
農
地
と

し
て
残
そ
う
と
い
う
考
え
の
下
、

地
権
者
が
集
ま
っ
て
創
っ
た
会

社
組
織
の
農
業
生
産
団
体
で
す
。

果
樹
中
心
の
農
場
も
始
ま
っ
て

４
年
経
ち
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず

つ
忙
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、

ハ
ウ
ス
の
中
に
イ
チ
ゴ
畑
を
作

り
イ
チ
ゴ
狩
り
を
や
っ
て
い
ま

す
。
農
家
以
外
の
人
と
触
れ
合

い
、
農
業
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
今
の
職
場
は
、
と
て
も
誇

ら
し
い
も
の
で
す
。�

　
私
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
毎

週
日
曜
日
は
教
会
に
行
っ
て
い

ま
す
。
歌
が
好
き
で
合
唱
も
し

て
い
ま
す
。
毎
日
が
忙
し
い
中

で
、
最
近
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
「
か
た

つ
む
り
の
会
」
の
活
動
で
す
。

来
年
の
２
月
、
市
の
文
化
会
館

で
「
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
」

と
い
う
劇
団
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
噂
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
１
億
円
の

花
婿
」
の
上
演
を
主
催
し
ま
す
。

農
村
の
家
族
を
取
り
上
げ
た
作

品
で
、
多
く
の
人
に
見
て
も
ら

え
れ
ば
、
農
業
に
関
心
と
理
解

が
も
た
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

今
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。�

研
究
調
査
に
重
点
を
置
く
　
伊
那
谷
自
然
友
の
会
�

�� ム
ト
ス
受
賞
団
体
の
活
動
を
紹
介�



広報いいだ 9.1号〔１０〕�

お
知
ら
せ�

個
人
墓
地
の
設
置
、廃
止
、譲
渡
に
は�

許
可
が
必
要
で
す�

集
団
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ�

ふ
る
さ
と
農
道
・
西
部
山
麓
線
沿
線
の
�

屋
外
広
告
物
が
規
制
さ
れ
ま
す
�

伊
良
湖
岬
信
州
の
ご
利
用
を�

市長の留守番電話� 市民のみなさんのご意見、ご相談をいつでも�
お受けできるよう留守番電話を備えています。�23-8181

　
新
た
な
個
人
墓
地
は
許
可
を

受
け
て
か
ら
設
置（
拡
張
を
含

む
）す
る
の
が
原
則
で
す
。住
宅

等
が
密
集
し
て
い
る
地
域
で
は

造
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

　
既
に
墓
地
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
、他
の
地
目
に
転
用
し

た
い
と
き
や
、相
続
人
以
外
の

他
の
人
に
譲
渡
す
る
場
合
も
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、既
に
経
営
許
可
を
受

け
て
い
る
墓
地
へ
石
碑
を
建
て

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、届
け
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
問
合
せ
　
環
境
保
全
課�

　
環
境
衛
生
係
　内
線
５
２
４
１�

　
７
月
ま
で
に
行
わ
れ
た
市
の

基
本
健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ

た
方
は
、Ｊ
Ａ
で
行
わ
れ
る
ヘ

ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
受
け

ら
れ
ま
す
。１
年
に
１
回
は
健

診
を
受
け
、自
分
の
体
の
状
態

を
知
る
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。�

▼
日
程
と
会
場�

　
１０
月
１０
日
c
　
Ｊ
Ａ
鼎
支
所�

　
１０
月
１１
日
d�

　
　
午
前
　
Ｊ
Ａ
上
郷
支
所�

　
　
午
後
　
Ｊ
Ａ
松
尾
支
所�

　
１０
月
１２
日
e�

　
　
午
前
　
Ｊ
Ａ
竜
丘
支
所�

　
　
午
後
　
Ｊ
Ａ
伊
賀
良
支
所�

▼
費
用�

　
基
本
健
康
診
査
　
千
七
百
円�

　
大
腸
が
ん
検
診
　
　
三
百
円�

▼
申
込
期
限
　
９
月
２９
日
f


▼
申
込
・
問
合
せ�

　
保
健
厚
生
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
３
４
５
　�

　
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た「
国
民
宿
舎
伊
良

湖
岬
信
州
」は
三
河
湾
を
取
り

囲
む
よ
う
に
伸
び
る
渥
美
半

島
の
突
端
、伊
良
湖
岬
に
あ
り

ま
す
。�

　
渥
美
半
島
は
、青
い
海
が
ど

こ
ま
で
も
広
が
り
、一
年
中
温

暖
な
地
で
す
。釣
り
、ゴ
ル
フ
、

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、テ
ニ
ス
、サ
イ

ク
リ
ン
グ
、メ
ロ
ン
狩
り
な
ど

多
く
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、フ
ェ
リ
ー
で
伊
勢

志
摩
、知
多
半
島
へ
も
手
軽
に

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
飯
伊
地
域
の
方
が
伊
良
湖
岬

　
信
州
を
利
用
し
ま
す
と
、宿

　
泊
料
１
割
引
で
す
。�

▼
問
合
せ�

　
南
信
州
広
域
連
合�

　
1（
５
３
）７
１
０
０�

　
国
民
宿
舎
　
伊
良
湖
岬
信
州�

　
1
０
５
３
１（
３
５
）６
９
６
０�

　
ふ
る
さ
と
農
道
及
び
西
部
山

麓
線
沿
線
が
、８
月
１
日
か
ら
長

野
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る

禁
止
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
規
制
は
、
屋
外
広
告
物�

を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、南

ア
ル
プ
ス
や
、風
越
山
、高
鳥
屋

山
な
ど
、中
央
ア
ル
プ
ス
南
部

山
麓
の
雄
大
な
自
然
景
観
を
維

持
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。�

　
こ
れ
に
よ
り
飯
田
市
を
代
表
す

る
西
部
山
麓
の
景
観
を
後
世
に
伝

え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
主
な
規
制
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。�

▼
規
制
の
範
囲�

　
鼎
切
石
市
道
１
の
２７
大
休
妙

　
琴
線
交
差
点
か
ら
山
本
市
道

　
２
の
３１
観
音
沢
線
交
差
点
ま

　
で
の
区
間
。沿
線
か
ら
西
側

　
五
百
ｍ
、東
側
百
ｍ
の
地
域
。�

▼
禁
止
さ
れ
る
広
告
物�

　
貼
り
紙
、貼
り
札
、袖
看
板
、

　
立
看
板
、広
告
塔（
屋
上
広
告

　
物
等
）、電
柱
広
告
、横
断
幕
、

　
広
告
板
、壁
面
広
告
、そ
の
他�

▼
規
制
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の�

　
公
職
選
挙
法
に
よ
る
も
の
、

　
法
令
義
務
に
よ
る
も
の
、国
・

　
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る

　
も
の
、自
己
用
広
告
物（
１０
㎡

　
以
下
）、祭
典
等
慣
例
上
使
用

　
す
る
も
の
、一
時
的
・
仮
設
的�

　
な
も
の
、営
利
を
目
的
と
し

　
な
い
も
の（
一
部
規
制
有
）、

　
著
名
な
地
点
へ
の
案
内
看
板

　（
知
事
の
許
可
必
要
）等�

����������������������
▼
問
合
せ
　
建
築
課
　
建
築
指

　
導
係
　
内
線
２
７
５
３�

至阿智�
中央自動車道�

至高森�

飯田ＩＣ�

国道153号�

アップルロード�

松川�

南アルプス�

天竜川�

市道1-27�
大休妙琴線交差点�
市道1-27�
大休妙琴線交差点�

市道2-31�
観音沢線交差点�

指定地域�指定地域�

風越山�

ふるさと農道・西部山麓線�



広報いいだ 9.1号〔１１〕�

市 役 所からの お し ら せ �

9
月
の
納
税�

税
目
�

納
期
�
１０
月
2
日
　
 
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

（月）�

　
市
で
は
環
境
に
関
す
る
専
門

的
な
知
識
や
経
験
を
持
っ
て
い

る
市
民
２７
人
を
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。�

　
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
各
種

団
体
、自
治
会
、公
民
館
、学
校

な
ど
で
環
境
学
習
会
や
環
境
に

関
す
る
取
り
組
み
を
す
る
際
に

講
演
し
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
ま
す
。�

　
環
境
の
様
々
な
分
野
で
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
ま
す
の
で
、利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
保
全

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
分
野�

○
廃
棄
物
問
題�

　
ご
み
減
量
、リ
サ
イ
ク
ル
、ダ

　
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど�

○
地
球
環
境
問
題�

　
温
暖
化
、酸
性
雨
な
ど�

○
エ
ネ
ル
ギ
ー�

　
太
陽
光
発
電
、省
エ
ネ
な
ど�

○
自
然
・
緑
化�

　
自
然
保
護
、ビ
オ
ト
ー
プ
づ

　
く
り
な
ど�

○
景
観�

　
建
築
物
と
景
観
、景
観
住
民

　
協
定
な
ど�

○
水
環
境�

　
廃
水
処
理
、多
自
然
型
工
法

　
な
ど�

○
環
境
教
育�

　
自
然
観
察
会
、環
境
教
育
の

　
手
法
な
ど�

○
自
主
活
動
支
援�

　
環
境
保
全
団
体
へ
の
市
民
参

　
加
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど�

○
地
域
計
画
づ
く
り�

　
海
外
、他
地
域
の
取
り
組
み

　
紹
介
な
ど�

▼
問
合
せ
　
環
境
保
全
課�

　
計
画
指
導
係
　
内
線
５
２
４
６�

　
第
３６
回
飯
田
市
動
物
園
秋
の

写
生
大
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
９
月
１０
日
a�

　
雨
天
の
場
合
は
１５
日（
敬
老

　
の
日
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

▼
会
場
　
飯
田
市
立
動
物
園�

▼
参
加
資
格�

　
保
育
園
児
、幼
稚
園
児�

　
小
学
校
児
童
、中
学
校
生
徒�

▼
賞�

　
飯
田
市
長
賞�

　
ほ
か
入
選
多
数�

▼
主
催
　
飯
田
市�

▼
問
合
せ
　
飯
田
市
立
動
物
園�

　
1（
２
２
）０
４
１
６�

　
８
月
１０
日
付
で
お
送
り
し
ま

し
た
、平
成
１２
年
度
国
民
健
康

保
険
税
納
税
通
知
書
に
同
封
の

「
国
民
健
康
保
険
税
の
あ
ん
な

い
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
国
保
年
金
課�

　
国
保
係
　
内
線
５
４
４
１�

動物園の休園日�

動
物
園
秋
の
写
生
大
会�

「
国
民
健
康
保
険
税
の�

あ
ん
な
い
」
の
訂
正�
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を�

ご
利
用
く
だ
さ
い�

122-4511

国
民
健
康
保
険
税
9
月
分
�

　会社や官公庁などに長期間お勤めの後退職され
た方で、次の条件にすべて当てはまる方は、医療費
の自己負担分が軽減されます。�
■条件�

　①飯田市の国民健康保険に加入していること�

　②70歳未満であること（ただし、重度の障害があっ

　　て「老人保健」の認定を受けている方は除く）�

　③厚生年金、共済年金などの公的年金の「老齢年

　　金」「退職年金」を受給していること�

　④③の年金に20年以上又は、40歳以降10年以上

　　加入していること�
■軽減内容（医療機関の窓口で支払う自己負担額）�
　・退職者本人  3割→2割 （外来・入院とも）�
　・扶養家族　  3割→2割 （入院のみ）�
　に軽減されます。�

■手続きの方法�

　○場所　市役所国保年金課または各支所�
　○持ち物　・国民健康保険証�
　　・年金証書（一番最初に受け取られた証書で、
　　  年金加入月数が確認できるもの）�
　　・年金証書がない場合は、年金裁定通知書�
　　・退職者本人又は扶養家族で、福祉医療を受け
　　 ているときはその受給者証�
■問合せ　国保年金課　国保係　内線５３４９�

このマークが入っています。�

※該当者へは、図の保険証をお渡ししてあります。お手元の保険証と確認してください。�

9月4日（月）◆11日（月）◆18日（月）◆20日（水）�
◆25日（月）◆27日（水）�
�

■問合せ　動物園�
　　22-0416

ご存知ですか 退職者医療制度�ご存知ですか 退職者医療制度�

税
　
額�
軽
　
減
　
額�

税
　
額�

割� 資産割額�

人�

左記「（２）税額の軽減」を参照　→�

課税限度額（医療分：５３万円�
介護分：７万円）を超える額　→�

減免が認められた額　→�

月割り後の確定年税額　→�

４�

３�

２�

１＋２＋３＋４－（軽減額）→�

「国民健康保険税のあんない」�
　の訂正か所� 均 等 割 額 �

平 等 割 額 �

区 分 �

均 等 割 額 �

平 等 割 額 �

限度超過額�

減免等の額�

計算上年税額�

確定年税額�

税
　
額�

軽
　
減
　
額�

税
　
額�

割� 資産割額�

人�

４�

２�

均 等 割 額 �

平 等 割 額 �

区 分 �

均 等 割 額 �

平 等 割 額 �

限度超過額�

減免等の額�

計算上年税額�

確定年税額�



今
年
建
物
を
新
築
・
増
改
築
・
取
り
壊
し
さ
れ
た
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
�

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を�

連
絡
先
・
問
合
せ�

税
務
課
　
固
定
資
産
税
第
2
係�

内
線
5
1
7
3
・
5
1
7
9

広報いいだ 9.1号〔１２〕�

市
長
選
・
市
議
補
選
�

立
候
補
届
出
説
明
会
�

▼
日
時
　
９
月
２０
日
d
�

　
午
前
９
時
�

▼
会
場
　
飯
田
市
役
所
　
３
階
�

　
３
０
２
・
３
０
３
会
議
室
�

▼
対
象
者
　
平
成
１２
年
１０
月
１５

　
日
執
行
の
飯
田
市
長
選
挙
及

　
び
飯
田
市
議
会
議
員
補
欠
選

　
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
る

　
方
あ
る
い
は
代
理
者
�

▼
問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
�

　
内
線
５
６
３
３
�

介
護
保
険
料
�

相
談
コ
ー
ナ
ー
開
設
�

※
９
月
２
日
以
降
に
６５
歳
の
誕

　
生
日
を
迎
え
る
方
は
、平
成
１３

　
年
９
月
ま
で
の
間
は
制
度
上

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き

　
ま
せ
ん
の
で
、誕
生
日
の
翌
月

　
初
め
に
お
送
り
す
る
納
付
書

　
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と

　
な
り
ま
す
。平
成
１３
年
１０
月

　
以
降
は
、年
金
額
が
年
額
で

　
１８
万
円
以
上
と
な
る
方
は
、

　
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め
る

　
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。�

※
普
通
徴
収
と
な
る
方
は
、口

　
座
振
替
に
よ
る
納
付
が
安
全

　
で
便
利
で
す
。該
当
さ
れ
る

　
方
に
は
ご
案
内
を
差
し
上
げ

　
ま
す
の
で
、金
融
機
関
の
窓

　
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
介
護
保
険
課
�

 
内
線
５
３
９
３
�

　
６５
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
介
護

保
険
料
納
付
が
１０
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
の
介
護
保
険
料
が
い

く
ら
に
な
る
の
か
、ま
た
ど
う

や
っ
て
納
め
る
の
か
な
ど
、介

護
保
険
料
に
関
す
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
開
き
ま
す
。�

▼
介
護
保
険
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

○
期
間
�

 
９
月
８
日
f
〜
１４
日
e
�

　
９
日
g
、１０
日
a
も
行
い
ま
す
�

○
時
間
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

○
場
所
�

　
飯
田
市
役
所
介
護
保
険
課
�

　（
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）�

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
介
護

　
保
険
料
そ
の
他
介
護
保
健

　
制
度
全
般
に
関
す
る
ご
相

　
談
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

　
介
護
保
険
課
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
介
護
保
険
料
に
関
す
る
�

　
お
知
ら
せ
通
知
�

　
９
月
１
日
ま
で
に
６５
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
へ
、

次
の
と
お
り
保
険
料
に
関
す
る

お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。�

平
成
１３
年
度
版
「
県
民
手
帳
」
を
�

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
�

　
長
野
県
統
計
協
会
が
編
集
発

行
す
る
平
成
１３
年
度
版「
県
民

手
帳
」の
注
文
を
受
け
付
け
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
　
９
月
上
旬
に
申

　
込
書
を
組
合
回
覧
し
ま
す
。

　
各
組
長
さ
ん
経
由
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

　
場
合
は
、情
報
統
計
係
ま
た

　
は
市
役
所
各
支
所
へ
直
接
申

　
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

▼
斡
旋
金
額
　
四
百
円
�

▼
予
約
締
切
　
９
月
２２
日
f
�

▼
お
届
け
　
１１
月
下
旬
予
定
�

▼
問
合
せ
　
企
画
課
　
情
報
統

　
計
係
　
内
線
２
１
１
５
�

市
営
霊
園
の
使
用
者
�

▼
募
集
す
る
霊
園
�

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を

　
有
す
る
方
、ま
た
は
本
籍
を

　
有
す
る
方
で
、現
在
お
骨
を

　
保
有
し
て
い
る
が
、お
墓
が

　
な
く
お
困
り
の
方
。�

▼
応
募
方
法
　
環
境
保
全
課
に

　
あ
る
申
込
書
に
住
民
票
１
通

　
を
添
付
し
て
応
募
し
て
く
だ

　
さ
い
。�

▼
募
集
期
間
　
９
月
２５
日
b
〜

　
１０
月
６
日
f
�

▼
抽
選
日
　
１０
月
１７
日
c
�

▼
募
集
・
問
合
せ
�

　
環
境
保
全
課
　
環
境
衛
生
係
�

　
内
線
５
２
４
１
�

�

募 

集�

・本年は桐林霊地公園の募集はありません。�
・1区画の面積は4㎡です。�
・使用料のほかに管理料として毎年3,000円が必要です。�
・市外在住者の使用料は25％増しになります。�

憲
　
法
　
週
　
間
�

長野県知事�
飯田市長�
飯田市議会議員補欠�

長野県知事�
飯田市長�選挙�選挙�
飯田市議会議員補欠�

10月15日（日）�10月15日（日）�
午前7時～午後8時�

長野県知事●9月28日～10月14日�
飯田市長・飯田市議会議員補欠●10月8日～10月14日�

不在者投票�

■問合せ　選挙管理委員会　内線5633

投票時間�

保険料の納め方� 郵送されるもの�

特別徴収�
（年金から天引き
で納める方）�

普通徴収�
（納付書又は口座
振替で納める方）�

・平成12年度�
　介護保険料特別徴収開始通知書�
・パンフレット�

・平成12年度�
　介護保険料の徴収について�
　（普通徴収で納めていただく方
　 へのお知らせ）�
・介護保険料口座振替依頼書�
・パンフレット�

霊園名� 所在地� 募集区画数� 使用料�

矢高霊園�

柏原霊園�

鼎名古熊2561�

上郷黒田6829

6�

5

350,000円�

550,000円�



広報いいだ 9.1号〔１３〕�

市 役 所からの お し ら せ �122-4511
　
エ
コ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ

構
想
は
、周
辺
環
境
と
の
調
和
や
、

景
観
に
配
慮
し
た
住
宅
づ
く
り

を
中
心
と
し
た
新
し
い
暮
ら
し
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
す

る
も
の
で
す
。７
月
か
ら
４
回

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
て
い
る

市
民
向
け
リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の

後
半
日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。�

▼
第
3
回
�

○
日
時
　
９
月
２０
日
d
�

　
午
後
７
時
〜
�

○
場
所
　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
 

 

　
ン
タ
ー
　
３
階
研
修
室
�

▼
第
4
回
�

○
日
時
　
１０
月
２０
日
f
�

　
午
後
７
時
〜
�

○
場
所
　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
　
３
階
研
修
室
�

◆
住
み
手（
居
住
者
）募
集
�

　
エ
コ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ

　
実
現
に
向
け
、住
み
た
い
方

　
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。今

　
後
は
、住
み
た
い
方
も
含
め
、

　
事
業
に
関
心
の
あ
る
方
の
グ

　
ル
ー
プ
づ
く
り
も
予
定
し
て

　
い
ま
す
。�

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

　
た
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
企
画
課
　
エ
コ
ハ

　
ウ
ジ
ン
グ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
事
務
局
　
内
線
２
２
２
１
�

第
４６
回
風
越
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
�

兼
み
ん
な
で
走
ろ
う
大
会
�

エ
コ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
�

リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
日
程
と
�

住
み
手（
居
住
者
）募
集
�

�

身
体
障
害
者
等
自
立
生
活
�

支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田
公
共
職

業
安
定
所
で
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ

タ
ー
ン
希
望
者
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
�

　
現
在
飯
田
・
下
伊
那
を
離
れ
て

お
住
ま
い
の
方
で
、
都
会
で
培
っ

た
技
術
・
経
験
・
知
識
等
を
故
郷

で
活
か
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
お
申
し
出

い
た
だ
い
た
方
に
は
、
Ｉ
・
Ｕ
タ

ー
ン
の
求
人
事
業
所
や
、
採
用

面
接
会
の
情
報
提
供
等
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
�

　
第
一
回
採
用
面
接
会
は
１０
月
２８

日
飯
田
市
で
開
催
の
予
定
で
す
。
�

　
お
気
軽
に
ご
来
所
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田
公
共
職
業

　
安
定
所
　
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
部

　
門
　
1
（
２
４
）
８
６
０
９
�

　
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
�

希
望
者
�

▼
日
時
　
１０
月
９
日
b
�

　（
体
育
の
日
）　
雨
天
決
行
�

▼
受
付
�

　
午
前
８
時
２０
分
〜
９
時
�

▼
集
合
場
所
�

　
県
飯
田
合
同
庁
舎（
追
手
町
）�

▼
対
象
�

○
登
山
マ
ラ
ソ
ン
の
部
�

　
中
学
生
以
上
�

○
み
ん
な
で
走
ろ
う
の
部
�

　
小
学
生
以
上
�

▼
参
加
料
�

○
登
山
マ
ラ
ソ
ン
の
部
�

　
一
　
般
　
千
円
�

　
高
校
生
　
五
百
円
�

　
中
学
生
　
無
料
�

○
み
ん
な
で
走
ろ
う
の
部
�

　
無
料
�

▼
申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に

　
記
入
し
、参
加
料
を
添
え
て
直

　
接
ま
た
は
郵
送
で
。無
料
の
方

　
は
フ
ァ
ク
ス
も
可
。�

▼
申
込
締
切
　
９
月
２０
日
d
�

▼
駐
車
場
　
丸
山
小
学
校
に
用

　
意
。ス
タ
ー
ト
会
場
へ
は
シ

　
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。�

※
ス
タ
ー
ト
会
場
、ゴ
ー
ル
会
場

　
へ
は
駐
車
場
は
用
意
し
ま
せ
ん
。�

▼
参
加
者
の
義
務
　
医
師
の
診

　
断
を
受
け
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
主
催
者
は
疾
病
・
そ
の
他
の
事

　
故
に
つ
い
て
応
急
の
処
置
を

　
除
き
一
切
の
責
任
を
負
い
ま

　
せ
ん
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
２
�

　
飯
田
市
上
郷
飯
沼
３
１
４
５
�

　
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
課
�

　
1（
２
１
）３
０
０
１
�

　
在
宅
の
障
害
者
に
対
し
、社
会

生
活
能
力
を
高
め
る
た
め
の
支

援
や
相
談
援
助
を
総
合
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、障
害
者
の
自
立

と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、県
下
で
は
障
害
者

の
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。�

　
市
で
も
平
成
１３
年
１
月
か
ら

の
設
置
に
向
け
、取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。現
実
に
障
害
を
も

っ
て
生
活
し
て
い
る
皆
さ
ん
の「
思

い
」を
お
聞
き
し
な
が
ら
、飯
田

市
を
は
じ
め
飯
伊
広
域
の
中
で

も
役
立
つ
よ
う
、「
支
援
セ
ン
タ

ー
設
立
準
備
会
」を
開
催
し
な
が

ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。�

事
業
内
容
の
予
定
は
、�

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に

　
よ
る
自
立
生
活
講
座
�

　
社
会
資
源
の
活
用
や
社
会
生

　
活
力
を
高
め
る
た
め
の
支
援
�

○
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
�

　
障
害
者
自
身
が
カ
ウ
ン
セ
ラ

　
ー
と
な
っ
て
行
う
個
別
相
談
�

○
行
政
機
関
と
の
連
絡
�

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、デ

　
イ
サ
ー
ビ
ス
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ

　
イ
等
の
利
用
援
助
�

　
な
ど
で
す
。�

◎
こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

　
を
募
集
し
ま
す
。�

例
‥
長
野
市「
マ
イ
ス
テ
ッ
プ
」�

　
　
松
本
市「
ぴ
あ
ね
っ
と
２１
」�

　
設
立
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
い
て
、ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

▼
応
募
方
法
�

　
官
製
は
が
き
に
記
入
�

　
１
枚
に
つ
き
１
点
�

▼
記
入
内
容
　
住
所
　
氏
名
�

　
電
話
番
号
　
性
別
　
年
齢
�

　
愛
称
　
説
明
が
あ
れ
ば
記
入
�

▼
応
募
締
切
�

　
９
月
３０
日（
当
日
消
印
有
効
）�

▼
決
定
方
法
�

　
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
会

　
で
決
定
　
最
優
秀
１
点
　
優

　
秀
４
点
　
記
念
品
贈
呈
�

▼
応
募
先
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
飯
田
市
役
所
　
福
祉
課
　
障

　
害
福
祉
係
　
内
線
５
３
１
９
�
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地
域
づ
く
り
東
日
本
�

交
流
会
議
飯
田
大
会
�

　
地
域
づ
く
り
交
流
会
議
は
、

地
域
に
お
い
て
様
々
な
地
域
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

実
践
家
、地
域
住
民
並
び
に
そ

れ
ら
を
支
援
し
て
い
る
行
政
担

当
者
等
が
共
通
す
る
課
題
、特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
等
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、地
域
活
性
化
の
推

進
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。�

　
今
大
会
で
は
持
続
可
能
な
循

環
型
地
域
を
い
か
に
つ
く
っ
て

い
く
か
、交
流
し
、学
び
あ
え
る

よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。�

　
全
国
各
地
よ
り
多
く
の
参
加

者
が
飯
田
へ
来
ら
れ
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
多
く
の

方
が
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
、

ご
案
内
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
�

　
９
月
２６
日
c
〜
２７
日
d
�

▼
日
程
及
び
内
容
　
下
表
の
通
り
�

▼
会
場
�

　
２６
日
　
飯
田
文
化
会
館
�

　
２７
日
　
シ
ル
ク
ホ
テ
ル
�

▼
参
加
料
　
無
料
�

▼
問
合
せ
　
企
画
課
�

　
企
画
調
整
係
　
内
線
２
２
２
２
�

消
費
生
活
大
学
受
講
者
�

　
年
齢
２０
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
消
費
者
問
題
な
ど
に
関
す
る

知
識
を
学
習
す
る「
消
費
生
活

大
学
」を
開
講
し
ま
す
。�

▼
受
講
期
間
�

　
平
成
１２
年
１１
月
〜
１３
年
１
月
�

　
週
１
回
程
度
延
６
日
間
�

　
学
習
時
間
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
頃
�

▼
受
講
内
容
　
○
悪
徳
商
法
に

　
つ
い
て
○
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
仕

　
組
み
と
上
手
な
利
用
法
○
広

　
告
表
示
の
上
手
な
見
方
　
な
ど
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

▼
受
講
場
所
　
伊
那
市
役
所
�

▼
募
集
期
間
　
９
月
１４
日
e
ま
で
�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
産
業
労
政
課
�

　
消
費
生
活
係
　
内
線
３
６
２
３
�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

後
期
教
養
講
座
�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、市
内
に
勤
務
す
る
３０
歳

　
ま
で
の
勤
労
青
少
年
�

▼
費
用
�

○
受
講
料
　
千
三
百
円
�

○
利
用
者
登
録
料（
年
１
回
の

　
み
）　
千
五
百
円
�

○
各
講
座
の
運
営
費
�

▼
特
典
　
市
内
映
画
館
の
特
別

　
割
引
有
り
�

▼
申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
窓
口
へ

　
費
用
持
参
。受
付
時
間
は
平

　
日
・
土
曜
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
９
時
。日
曜
日
祝
日
午
前

　
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
�

▼
申
込
受
付
　
９
月
４
日
b
〜
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
松
尾
明
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1（
２
３
）５
５
７
１
�

英 会 話 �

バドミントン�

エアロビクス�

パ ソ コ ン �

華 道 �

ゴ ル フ �

料 理 �

ジャズダンス�

月�

月�

火�

水�

水�

木�

木�

金�

国際交流員�
セーラー・�
アキレス　先生�
飯田市体協バドミントン部�
吉川　　豊　先生�
後藤　孝男　先生�
フリーダムネットワーク�
インストラクター�
中島美保子　先生�
飯田コンピュータ�
専門学校�
伊藤　康彦　先生�
華道家元�
池坊教授�
小松久美子　先生�

管理栄養士�
後藤よね子　先生�

ジャズダンス指導員�
下澤　淳子　先生�

グリーンインター所属�
インストラクター�
木下　則光　先生�

今は、国際化の時代です。英会話の基本を
身につけるチャンスです。ぜひチャレンジし
てみよう。10回�
今人気のスポーツです。初心者コースと経
験者コースに分けて練習します。ふるってご
応募ください。10回�
音楽に合わせたエアロビクス運動で、右・左
脳を活性化させ、心と身体をリフレッシュさせ
ましょう。10回�
Office2000で文章作成、表計算のグラフ作成、データベー
ス利用、インターネットで情報収集等さらに仕事の効率を
上げましょう。（協力　飯田コンピュータ専門学校）10回�
花のある生活を求めて、美的センスを磨きま
しょう。盛り花・自由花など楽しく花を生けま
しょう。10回�
実技指導を中心に初心者でも楽しくでき、技
術が習得できます。�
（協力　飯田ゴルフセンター）10回�
身近な材料を使って、おいしい料理の作り方
を実習します。今回はまだ受講したことのな
い方を対象にします。10回�
基本から学び、楽しく踊って気分をリフレッシ
ュさせましょう。下半身をスリムにするジャズ
ダンスです。10回�

10月2日�
～�

12月11日�

19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：00�
～�

21 : 00
19：00�
～�
21 :30
19：30�
～�

21 : 00

10月16日�
～�

12月18日�
10月10日�
～�

12月12日�
10月4日�
～�

12月6日�
10月11日�
～�

12月13日�
10月5日�
～�

12月14日�
10月12日�
～�

12月21日�
10月13日�
～�

12月22日�

15�

30�

30�

28�

20�

20�

16�

20

5,000円�

2,000円�

1,500円�

6,000円�

10,000円�

�

�

1,500円�

8,000円�
（ボール代含む）�

7,000円�
（材料費含む）�

講　座　名� 内　　　　　　容� 期　間� 時間� 定
員� 運営費�講　　　師�

勤労青少年ホーム後期教養講座�
曜
日�

日程� 時　間� プログラム� 内　　　　　　容�

26日�

27日�

午後1時30分�
～3時20分�

午後3時30分�
～5時15分�

午前9時�
～10時45分�

基調講演�

分科会�

パネルディス�
カッション�

「共生都市江戸に学ぶ」�
東京都江戸東京博物館館長　竹内　誠　氏�

第1分科会�
第2分科会�
第3分科会�

まちの再生をめざして／中心市街地の活性化�
持続可能な循環型地域をめざして／環境創造�
県境を越えた交流とまちづくり／地域間交流�

前日の分科会のまとめをかねて、分科会のコーディネーター・助
言者によるパネルディスカッション�

地域づくり東日本交流会議飯田大会日程�
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市 役 所からの お し ら せ �122-4511
　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、昨
年

も
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
同
展

見
学
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
日
程
　
９
月
１７
日
a
�

　
午
前
８
時
３０
分
　
上
郷
考
古

　
博
物
館
集
合
　
バ
ス
で
移
動
�

▼
見
学
場
所
　
岐
阜
市
歴
史
博

　
物
館「
新
発
見
考
古
速
報
展
」�

▼
対
象
　
一
般
成
人
�

▼
募
集
人
員
�

　
２０
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）�

▼
参
加
費
　
千
五
百
円（
入
館

　
料
・
高
速
代
・
保
険
料
含
む
）�

▼
応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

　
号
を
明
記
の
上
、９
月
９
日

　
必
着
で
郵
送
�

▼
応
募
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３
�

　
飯
田
市
上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１
�

　
飯
田
市
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）３
７
５
５
�

���　
飯
田
市
立
図
書
館
で
は
、日

常
生
活
に
役
立
つ
文
章
づ
く
り

の
基
礎
を
学
ん
で
い
た
だ
く
講

座
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
期
間
・
開
催
日
�

　
１０
月
か
ら
１
年
間
、�

　
月
１
回
第
４
日
曜
日
。�

　
午
前
１０
時
か
ら
約
２
時
間
で

　
す
。（
変
更
有
り
）�

　
第
１
回
目
の
日
程
は
申
込
者

　
に
通
知
し
ま
す
。�

▼
場
所
　
上
郷
図
書
館
�

▼
講
師
　
清
水
貫
司
先
生
�

　（
元
旭
ケ
丘
中
学
校
校
長
）�

▼
受
講
料
　
年
八
千
円
�

※
人
数
に
よ
っ
て
は
変
更
が
あ
り
ま
す
。�

▼
申
込
締
切
　
９
月
３０
日
g
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
飯
田
市
上
郷
図
書
館
�

　
1（
５
２
）２
５
５
１
�

「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
０
０
�

新
発
見
考
古
速
報
展
」
見
学
会
�

文
章
講
座
受
講
生
�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�
毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

毎週金曜日�
１３:３０～１５:３０�

９月８日（金）�
１３:００～１７:００�
９月８日（金）�
９月１８日（月）�
９月２８日（木）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

９月１６日（土）�
１３:３０～１５:３０�

９月１２日（火）�
１３:３０～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�

９月２１日（木）�
１０:００～１５:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１９:００�
毎週土曜日�
９:００～１５:００�

１０月２日（月）�
１３：００～１６：００�

相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

ボランティア�
相 談 �

福 祉 よ ろ ず 相 談 �
高齢者福祉・介護相談�

行 政 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

税 務 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

戦傷病者・戦没者�
援 護 相 談 �

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくださ
い。�

※結婚相談の
受付は相談日以
外でも行ってい
ます。電話で確
認してください。�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

市 役 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

市役所２０１号�
※ 予 約 制 �

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

税 務 課 �
内線  ５１４１�
家庭児童相談室�

1２２-４５１１�
内線  ５３２７�

1５２-０６３３�

飯 田 中 央 �
保 育 園 �
1２２-４１３３�

保 健 厚 生 課 �
内線  ５３４５�

保 健 厚 生 課 �
内線  ５３８５�

特 別 �
（法律）�

一 般 �

●オフトークの故障は1局番なしの113（NTT）�
●上郷有線の故障は124-3533　佐々木電業（修理受託業者）�へ連絡してください。�

９月１２日（火）�
１０：００～１５：００�
１０月１０日（火）�
１３：００～１６：００�

ユ ニ ー４ 階 �
飯田市公民館�

　市内の施設や、諸事業の実施状況をより多く
の市民の皆さんに見ていただき、理解を深めて
いただく・・「乗り合い市政ガイド　いってみ
まいカー」の第3回目の開催です。�
　今回は地球にやさしく循環型街づくりをめざす、
水・環境施設を巡回、それぞれ担当職員がわか
りやすく案内と説明をします。�

●集合日時　9月26日（火）午前8時50分�
●集合場所　市役所駐車場�
●参加費用　800円（昼食代実費）�
●定　　員　20人　先着順となります。�
●申込方法　参加希望者は住所・氏名・年齢・電
　　　　　　話番号を電話で申し込む�

●コース日程�
　　　　　　9：00　市役所裏駐車場出発�

　　9：10～ 9：40　妙琴浄水場�

　10：10～10：40　竜水園�

　10：50～11：20　松尾浄化管理センター�

　11：40～12：00　下虎岩農業集落排水施設�

　12：20～13：10　柿の沢区民センター�

　　　　　　　　　　（昼食）�

　13：20～13：40　イタチが沢最終処分場�

　14：00～14：30　桐林クリーンセンター�

　14：40～15：30　環境産業公園�

　　　　　 16：00　市役所着�

■申込・問合せ�
　　　　水道業務課　庶務係　内線5252

乗り合い市政ガイド�

第3回　環境コース�



広報いいだ 9.1号〔１６〕�

飯
田
市
の
農
業
は
、
傾
斜
地

で
１
戸
あ
た
り
の
平
均
耕
作
面

積
も
五
十
二
ア
ー
ル
と
少
な
く
、

畜
産
・
果
樹
・
施
設
園
芸
な
ど

集
約
的
な
農
業
が
盛
ん
で
す
。�

農
業
農
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、

農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ

り
農
地
の
遊
休
荒
廃
化
が
進
み

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

一
方
、
農
業
農
村
の
持
つ
豊

か
な
自
然
や
農
村
文
化
を
活
か

し
た
都
市
と
農
村
の
交
流
事
業

が
盛
ん
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

体
験
教
育
旅
行
や
子
供
長
期
自

然
体
験
村
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
事
業
は
着
実
な
伸
び

を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繁

忙
期
の
農
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
も
都

市
住
民
に
魅
力
あ
る
事
業
と
し

て
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。�

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新

農
業
基
本
法
制
定
に
よ
り
国
の

施
策
が
大
き
く
転
換
し
て
き
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
農
業
農
村
の

持
続
的
発
展
を
念
頭
に
置
き
、

農
政
全
般
の
情
勢
変
化
に
速
や

か
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
急
務

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。�

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

う
し
た
状
況
に
対
応
し
な
が
ら

飯
田
市
の
農
業
振
興
を
農
協
等

の
生
産
者
団
体
・
行
政
・
農
業

委
員
会
ほ
か
農
業
関
係
機
関
が

一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
く
も

の
で
す
。�

特
に
情
報
の
共
有
化
を
図
る

中
で
よ
り
早
く
、
的
確
で
、
よ

り
多
く
の
情
報
を
受
発
信
し
、

農
家
の
み
で
な
く
市
民
各
層
に

理
解
と
支
持
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。�

���一
、
認
定
農
業
者
育
成
推
進�

●
経
営
相
談
、
診
断
、
研
修�

二
、
多
様
な
担
い
手
確
保
育
成�

●
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
新
規
就
農
者
、

定
年
帰
農
者
の
研
修�

●
就
農
相
談
の
支
援   �

●
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業

の
調
整
、
実
施 �

●
農
業
法
人
化
の
研
究
、
指
導

及
び
六
次
産
業
の
推
進
と
新

農
業
の
提
案�

●
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進�

●
高
齢
者
に
優
し
い
農
業
の
推
進�

●
女
性
を
中
心
と
し
た
農
産
加
工
、

直
売
事
業
に
よ
る
新
規
開
拓

と
交
流�

三
、
農
業
情
報
受
発
信
強
化                     �

●
市
場
開
拓
、
消
費
動
向
調
査
、

消
費
地
へ
の
Ｐ
Ｒ�

●
農
家
意
向
の
把
握
と
広
報
活
動                           �

四
、
生
産
振
興
強
化�

●
産
地
育
成
、
導
入
作
物
の
研

究
検
討
及
び
そ
れ
に
伴
う
技

術
指
導
等
、
講
習
会
の
開
催�

●
環
境
に
優
し
い
農
業
の
指
針

づ
く
り�

●
安
心
、
安
全
な
作
物
作
り
の

Ｐ
Ｒ�

●
差
別
化
農
産
品
の
消
費
地
Ｐ
Ｒ�

●
農
業
関
連
廃
棄
物
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進�

五
、
農
地
有
効
利
用
調
整�

●
農
地
流
動
化
推
進
員
と
の
連

絡
調
整�

●
流
動
化
に
係
わ
る
情
報
収
集

及
び
全
体
調
整�

●
遊
休
農
地
利
活
用
研
究
、
指

導�

六
、
中
山
間
直
接
支
払
い
事
務�

●
直
接
支
払
対
象
集
落
と
の
調
整
・

推
進             �

●
集
落
協
定
締
結
指
導�

七
、
地
域
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業�

●
地
域
づ
く
り
、
農
業
振
興
の

企
画
立
案
、
実
践
指
導   �

●
農
業
関
係
研
修
会
の
開
催�

▼
応
募
資
格�

　
年
齢
、
地
域
を
問
い
ま
せ
ん
。�

▼
募
集
締
切 �

　
九
月
末
日
　  �

▼
募
集
要
領 �

○
農
業
農
村
の
支
援
を
す
る
、

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
が

持
て
、
一
度
で
覚
え
ら
れ
る

名
称
で
あ
る
こ
と
。�

○
セ
ン
タ
ー
と
い
う
言
葉
は
使

用
し
な
い
こ
と
。�

▼
表
彰
式 �

　
１１
月
１２
日
a�

　
飯
田
市
農
業
祭
で
表
彰
。
入

選
者
に
は
表
彰
状
と
副
賞
を

進
呈
し
ま
す
。�

▼
申
込
方
法 �

　
ハ
ガ
キ
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

に
て
受
け
付
け
ま
す
。�

■応募先・問合せ�

〒３９５-８５０１�

飯田市大久保町２５３４�

飯田市役所　農政課内�

　農業振興センター事務局�

1０２６５（２２）４５１１  内線３５１５�

ファクス０２６５（５３）２３３３�

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
誕
生�

新
世
紀
を
担
う�

農
業
農
村
を
め
ざ
し
て�

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に�

愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い�

担
う
業
務�

新
世
紀
を
担
う�

農
業
農
村
を
め
ざ
し
て�

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に�

愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い�

担
う
業
務�



広報いいだ 9.1号〔１７〕�

市 役 所からの お し ら せ �122-4511

農業振興センター�
●行政、農業関係機関、団体が協力し、
農家を支援する体制です。��
●各組織との連絡調整や農家の皆さん
の意向を把握する情報の一元化を担
います。�
●２１世紀農業の戦略プランを立案し、
行動する組織です。��
●担い手だけでなく、集落全体の農業
経営や自主的活動を支援します。�

■事務局：市農政課農業振興センター�

地域農業の課題を把握し、�
21世紀のプランを描き、�
実現に向けた調整・支援活動をする�

農業振興センターは、地域内の全ての農家が支え合い、地域全体として持続的な農業生産を維持・

発展させる目的で、行政・ＪＡ・農業団体やその他関係機関が連携し、特色ある地域農業の確立を

目指しています。�

経 営 改 善 支 援 �

農業後継者対策支援�

高齢・女性農家支援�

情 報 支 援 �

生 産 振 興 対 策 �

農 地 の 有 効 利 用 �

地 域 資 源 の 活 用 �

地 域 づ く り �

経営相談・経営診断・パソコン簿記ほか研修会、講習会の開催�

認定農業者・新規就農者・農業法人の確保育成・農業教育支援�

軽量作物導入・農産加工・直売事業の開発・ワーキングホリデーの推進�

消費動向・消費者ＰＲ・市場調査及び農家意向の把握、農村情報の多角化研究�

産地育成、新規作物導入研究・環境に優しい農業、リサイクル農業の推進�

担い手への農地集積・遊休荒廃地の多面的利活用研究・農作業受委託調整�

景観、文化、伝統技術の保存及びグリーンツーリズムの推進・堆肥等有効利用�

地域マネージメント事業、人材育成・地域、集落育成・中山間地農業振興�

より多くの人が活動に積極的に参加できる場をつくろう�

将来目標を明確にして、集落の合意形成を図ろう�

自らの住む地域の将来を考える場をつくろう�

自分たちの地域・集落の課題を知ろう�

調整・支援活動例�調整・支援活動例�

地域でいきいきと暮らす取組�

魅力ある農村の創造と持続的発展�

参加�
創意工夫�
参加�

創意工夫�

担い手農家�

非農家�

兼業農家�

新規就農者�

高齢・女性�
農家�



ホームタウンコンサート�

　雄大な山並を望む街、信州飯田。この
地に生まれた詩人・日夏耿之介（1890～
1971）は、故郷飯田に特別な想いを寄せ
ていました。多感な少年時代に上京した日
夏でしたが、いつも眼を閉じて思い浮かべ
るのは懐かしい伊那谷の景色でした。�
　シリーズ第1回目にあたる本展では2000
点以上を数える当館所蔵の日夏耿之介コ
レクションを軸に、彼の故郷への想いを追
想しつつ愛情溢れる郷土観の源泉を探っ
ていきます。�
　この誇り高き賢者は、如何なる眼で飯田
の情景を見つめていたのでしょうか。�

堀米ゆず子＆アントニオ・メネセス�
デュオリサイタル�

10月29日（日）　午後2時開演�
飯田文化会館ホール�

9月10日（日）　午後2時開演�
飯田文化会館ホール�

9月10日（日）　午前11時～ 午後2時～�
竹田扇之助記念国際糸操り人形館（座光寺）�

9月17日（日）　午後2時開演�
飯田市公民館�

第6回萩元晴彦�

「王様りんご」�

文
化
ガ
イ
ド�

●飯田文化会館�
　123‐3552

美
博
だ
よ
り�

●美術博物館�
　122‐8118

飯田の文化財�

東京混声合唱団

今田人形�
（いまだにんぎょう）�

国選択無形民俗文化財・飯田市指定無形文化財。�
宝永元年（１７０４年）より伝わる伝統的な�
人形浄瑠璃芝居。�
■秋季定期公演が今年は10月14日、15日に上演されます。�

日夏耿之介の眼Ⅰ�
平成12年8月25日（金）～9月24日（日）�

故郷への憧憬

広報いいだ 9.1号〔１８〕�

特別陳列
没後30年

●開館時間：午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休  館  日：毎週月曜日�
●入  館  料：一　　般 310円（210円）�
　　　　　　高  校  生 200円（150円）�
　　　　　    小中学生 無料　※（  ）内は20人以上の団体�

Ｓ席 3,500円�
Ａ席（一般） 2,500円�
Ａ席高校生以下 1,500円�

（全席指定）�

Ｓ席 3,000円　Ａ席一般2,000円�
Ａ席高校生以下 1,000円（全席指定）�

おとな 500円　こども 300円（全席自由）�

小学生以上 500円（全席自由）�

風越山と日夏耿之介�

プロムナード・コンサート�


